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本
年
四
月
よ
り
筆
者
が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
勤
務
し
て
い
る

東
京
科
学
大
学
（
旧
東
京
工
業
大
学
）
と
同
大
学
で
の
原
子

力
教
育
に
つ
い
て
、
三
回
に
分
け
て
ご
紹
介
し
た
い
。
東
京

工
業
大
学
の
起
源
は
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
年
）
に
浅

草
区
蔵
前
（
現
・
台
東
区
蔵
前
）
に
設
立
さ
れ
た
「
東
京
職

工
学
校
」
に
さ
か
の
ぼ
る
。
明
治
政
府
が
産
業
近
代
化
を
急

ぐ
中
、
実
学
重
視
の
教
育
機
関
と
し
て
創
設
さ
れ
た
同
校

は
、
や
が
て
「
東
京
高
等
工
業
学

校
」
へ
と
改
称
さ
れ
、
大
正
一
三
年

（
一
九
二
四
年
）
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を

現
在
の
大
岡
山
に
移
し
、
昭
和
四
年

（
一
九
二
九
年
）
に
は
旧
制
「
東
京
工

業
大
学
」
と
し
て
昇
格
し
た
。
戦
後

の
学
制
改
革
を
経
て
、
昭
和
二
十
四

年
（
一
九
四
九
年
）
に
は
新
制
「
東

京
工
業
大
学
」
と
な
り
、
日
本
の
技

術
立
国
の
礎
を
築
く
中
核
的
な
高
等

教
育
機
関
へ
と
発
展
し
た
。

　

東
京
工
業
大
学
は
戦
後
日
本
の
高

度
経
済
成
長
を
支
え
る
技
術
者
・
研

究
者
を
数
多
く
輩
出
し
、
特
に
工
学
・
理
学
を
中
心
と
し
た

専
門
教
育
と
先
端
研
究
で
国
内
外
に
名
を
馳
せ
た
。
大
岡
山

キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
工
学
・
理
学
の
枠
を
超
え
た
学
際
的
な
研

究
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
温
床
と
な
っ

た
。
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
年
）
に
は
導
電
性
高
分
子
の

研
究
で
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
た
白
川
英
樹
博
士
（
元

教
授
）、
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
年
）
に
は
オ
ー
ト
フ
ァ

ジ
ー
の
研
究
で
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
大

隅
良
典
博
士
（
当
時
特
任
教
授
、
東
京
大
学
卒
）
ら
、
世
界

的
な
業
績
を
残
す
研
究
者
が
在
籍
し
、
同
大
学
の
研
究
水
準

の
高
さ
を
印
象
づ
け
た
。

　

二
十
一
世
紀
に
入
り
、
東
京
工
業
大
学
は
国
際
的
な
競
争

力
強
化
と
教
育
改
革
を
加
速
。
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六

年
）
に
は
我
が
国
で
初
め
て
学
部
と
大
学
院
を
一
体
化
し
た

「
学
院
制
」
を
導
入
し
、
学
内
の
縦
割
り
構
造
を
打
破
。
学
生

が
柔
軟
に
複
数
分
野
を
学
べ
る
環
境
が
整
備
さ
れ
、
理
工
系

教
育
の
新
た
な
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
国
内
外
の
注
目
を
集

め
た
。
ま
た
、
海
外
の
有
力
大
学
と
の
連
携
や
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

支
援
を
通
じ
た
産
学
連
携
に
も
力
を
入
れ
、
知
の
社
会
実
装

を
意
識
し
た
取
り
組
み
も
進
め
ら
れ
て
き
た
。

　

令
和
六
年
（
二
〇
二
四
年
）
十
月
に
は
、
東
京
工
業
大
学

は
東
京
医
科
歯
科
大
学
と
統
合
し
、「
東
京
科
学
大
学
」
と
し

て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
東
工
大
が
強
み
と
す
る
物

質
科
学
・
情
報
科
学
と
、
医
科
歯
科
大
が
蓄
積
し
て
き
た
生

命
医
科
学
・
臨
床
応
用
の
知
見
が
融
合
す
る
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
新
た
な
学
際
領
域
の
創
出
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

工
学
と
医
学
と
い
う
異
な
る
系
統
の
単
科
大
学
が
対
等
に
統

合
し
、
新
大
学
を
設
立
す
る
と

い
う
試
み
は
、
国
内
で
は
極
め

て
稀
で
あ
り
、
学
問
の
壁
を
越

え
た
融
合
型
大
学
と
し
て
の
先

進
的
な
意
義
を
も
つ
。

　

東
京
科
学
大
学
は
今
後
、
生

命
科
学
と
物
質
科
学
、
健
康
と

技
術
、
人
工
知
能
と
医
療
と
い
っ

た
融
合
領
域
に
お
い
て
、
世
界

を
リ
ー
ド
す
る
研
究
・
教
育
拠

点
を
目
指
す
。
そ
の
基
盤
に
は
、

東
工
大
・
医
科
歯
科
大
そ
れ
ぞ

れ
が
培
っ
て
き
た
百
四
十
年
を

超
え
る
伝
統
と
改
革
精
神
が
あ
る
。
技
術
と
医
療
の
連
携
が

人
類
の
課
題
解
決
に
直
結
す
る
現
代
に
お
い
て
、
東
京
科
学

大
学
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
し
て
い
く
と

考
え
ら
れ
る
。
伝
統
と
革
新
を
両
立
さ
せ
た
東
京
科
学
大
学

の
歩
み
は
、
ま
さ
に
技
術
立
国
・
日
本
の
未
来
像
そ
の
も
の

を
体
現
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
両
地
に

生
き
る
動
物（
そ
の
一
一
）を
紹
介
し
た
い
。
ウ
ィ
ー
ン
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
有
数
の
緑
豊
か
な
都
市
と
し
て
知
ら
れ
、
市
域
の
す

ぐ
外
縁
に
広
が
る
ラ
イ
ン
ツ
ァ
ー
・
テ
ィ
ア
ガ
ル
テ
ン
で
は
、

ア
カ
シ
カ
や
ダ
マ
ジ
カ
と
い
っ
た
鹿
が
今
も
自
由
に
暮
ら
し

て
い
る
。
こ
の
広
大
な
自
然
保
護
区
は
、
か
つ
て
ハ
プ
ス
ブ

ル
ク
家
の
狩
猟
場
と
し
て
整
備
さ
れ
た
歴
史
が
あ
り
、
鹿
は

貴
族
の
権
威
と
娯
楽
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
現
在
で
は
、
都
市

に
隣
接
す
る
森
林
の
中
で
鹿
が
保
護
さ
れ
、
市
民
に
と
っ
て

は
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
む
場
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
ウ
ィ
ー
ン
市
内
の
中
央
墓
地
で
は
ノ
ロ
ジ
カ
が
墓
石
の

間
を
歩
く
光
景
が
知
ら
れ
、
ま
た
プ
ラ
ー
タ
ー
公
園
で
も
森

林
部
に
鹿
が
生
息
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
場
所
で
は
、
鹿
は

都
市
の
日
常
に
溶
け
込
む
存
在
と
な
っ
て
お
り
、
ウ
ィ
ー
ン

の
自
然
と
都
市
文
化
の
重
な
り
を
象
徴
し
て
い
る
。

　

一
方
、
京
都
近
郊
で
は
、
鹿
は
よ
り
宗
教
的
・
精
神
的
な

意
味
を
帯
び
た
存
在
と
し
て
現
れ
る
。
京
都
北
部
の
鞍
馬
や

貴
船
、
ま
た
左
京
区
の
久
多
や
右
京
区
の
水
尾
な
ど
、
山
林

が
迫
る
地
域
で
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
日
常
的
に
姿
を
現
す
。

古
来
よ
り
鹿
は
神
の
使
い
と
さ
れ
、
奈
良
の
春
日
大
社
か
ら

賀
茂
神
社
へ
と
つ
な
が
る
神
鹿
信
仰
の
影
響
も
京
都
に
色
濃

く
残
っ
て
い
る
。
修
験
道
の
聖
地
で
あ
る
鞍
馬
山
で
は
、
鹿

は
山
の
霊
力
を
宿
す
動
物
と
し
て
語
ら
れ
、
仏
教
や
神
道
の

信
仰
世
界
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
他
方
、
過
疎
化

が
進
む
山
村
で
は
、
鹿
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
深
刻
化
し
、

田
畑
の
囲
い
込
み
や
駆
除
が
必
要
と
な
る
状
況
も
あ
る
。
神

聖
視
さ
れ
て
き
た
鹿
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
「
害
獣
」
と
し

て
扱
わ
れ
る
と
い
う
複
雑
な
現
実
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
文
化
的
背
景
の
も
と
で
鹿
が
存
在
し
て
き
た
が
、
近
年
で

は
共
通
の
課
題
も
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
都
市
の
周
縁
部
に

お
け
る
鹿
の
生
息
域
と
人
間
活
動
と
の
境
界
が
曖
昧
に
な
り
、

農
作
物
へ
の
被
害
や
生
態
系
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
観
光
や
自
然
保
護
と
い
っ
た
現
代
的
価
値

観
の
な
か
で
、
鹿
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
、
と
も
に
暮
ら

す
か
と
い
う
問
い
が
改
め
て
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
。
鹿
の

姿
は
、
単
な
る
自
然
の
一
部
で
は
な
く
、
都
市
と
人
間
の
歴

史
、
信
仰
、
生
活
の
あ
り
方
を
映
し
出
す
鏡
で
あ
る
。
ウ
ィ
ー

ン
と
京
都
に
お
け
る
鹿
の
存
在
は
、
私
た
ち
に
自
然
と
の
関

係
の
再
構
築
を
促
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
が
ウ
ィ
ー
ン
在
住
時
は
プ
ラ
ー
タ
ー

公
園
内
で
鹿
を
目
撃
し
た
。
確
か
に
都
市
の
日
常
に
溶
け
込

む
存
在
で
あ
っ
た
。
京
都
で
は
鞍
馬

訪
問
時
に
鹿
を
見
か
け
た
。
京
大
で

の
同
僚
の
松
ヶ
崎
に
住
む
知
人
の
名

誉
教
授
の
奥
さ
ん
か
ら
の
ハ
ガ
キ
に

は
「
主
人
は
鹿
と
の
戦
い
で
す
」
と

あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
今
月
も
両
地

に
生
き
る
動
物
を
紹
介
す
る
こ
と
が

で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、
ラ
イ
ン
ツ
ァ
ー
・
テ
ィ
ア
ガ

ル
テ
ン
の
鹿
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
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杉
本
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東
京
科
学
大
学
特
任
教
授

           
  

元
京
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大
学
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授

　
　
　
　
　
　

 

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長 
■

杉
本
純
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原
子
力
の
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